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2024年 ジュニアカート選手権 ジュニア部門 第9戦・第10戦

2024年 ジュニアカート選手権 ジュニアカデット部門 第9戦・第10戦
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OK Class
『第9戦：昨年のチャンピオン鈴木斗輝哉が貫禄の優勝！』

2組に別れたQP。先に出走となったA組では鈴木斗輝哉が最後にタイムを更新しトップタイ
ムをマーク。2番手に酒井龍太郎（ミツサダPWG RACING）。3番手に前回APG大会を完全
制覇した武藤雅奈（YAMAHA MOTOR Formula Blue）、4番手に吉田馨（K.SPEED 
WIN）が続きスーパーポールへ進出。B組では中野駿太（GLEATEQ Motorsports GEN）
がトップタイム。野澤勇翔（bbr.チームエッフェガーラ）、酒井涼（TEAM EMATY）、佐藤佑月
樹（YAMAHA MOTOR Formula Blue）がスーパーポールへ駒を進める。スーパーポール
では、最後のアタッカーとなった鈴木が堂々のトップタイムをマークし、第9戦決勝PPを獲得し
た。
決勝でも鈴木が好スタートからレースをリードする展開。それを酒井涼、酒井龍太郎、武藤ら
が追いかける展開となる。トップの鈴木は、やや後続を引き離す形で独走態勢へと持ち込み、
周回を消化していく。2番手酒井涼の後方には徐々に武藤が接近し、終盤の16周目に逆転。
トップ鈴木は最後まで危なげなく走行を続け、そのまま逃げ切り優勝。2位に武藤、3位に酒井
涼が入り、酒井涼がタイトルに王手をかけた。

優勝ドライバー：鈴木斗輝哉 （No.71 K.SPEED WIN）
「予想通りの展開のレースでした。後半は体力が厳しかったです。スタートも良く、抜け出した
後は自分のペースで走れました。タイヤもキープできているので、午後も大丈夫だと思いま
す。」

『第10戦：武藤雅奈がポールtoウィン！チャンピオンは酒井涼が獲得！』

第10戦のPPは武藤が獲得。2番手に酒井涼が続く。第9戦結果により、この時点でタイトル
への権利を持つのは酒井涼と酒井仁（Vitec Racing）の兄弟に絞られ、直接対決が注目され
た。
決勝は武藤が好スタートで酒井涼を抑えホールショットを獲得。そのままトップで周回を重ね
ていく。2番手酒井涼、3番手に佐々木大樹（TEAM WOLF）、その後方に酒井仁が続く。しか
し、10周過ぎから酒井仁が遅れ始める。酒井仁は酒井涼の前に出なければ逆転の目がないた
め、タイトルの行方は酒井涼に大きく傾いた。
トップの武藤は、酒井涼を引き離し独走体制。そのままリードを保ってチェッカーを受け、
シーズン3勝目を獲得し今季の最多勝となった。

優勝ドライバー：武藤 雅奈（No.14 YAMAHA MOTOR Formula Blue）
「スタートが心配でしたが、上手く切り抜けられました。序盤はあまりペースも上がらずプレッ
シャーもありましたが、後半には引き離せたので良かったです。APGからの良い流れを維持
できたのが勝因だと思います。」



Cadets Class
『第9戦：新橋武がタイトルに望みをつなぐ優勝！』

カデットクラスでチャンピオン争いに残っていたのは、ランキングトップの藤原迪永（SD-
STYLE）、林樹生（AP SPEED with SOVLA)、新橋武（Sigma Racing）の3人。いずれも、
連勝すれば自力獲得が可能とはいえ、ポイント的にはランキングトップの藤原が優位に立って
いた。
2グループに分けられて行われたタイムトライアルでは、全体的にA組が好タイムをマークし、
総合トップは新橋が獲得。2番手に石川大翔（EHRE MOTOR SPORTS）、3番手に赤池凜
翔（GRG with HIGUCHI）と続き、林は5番手、藤原は12番手からの追い上げとなる。林も
ポジションキープの5番手辺りで周回を重ねるが、藤原はペースが上がらず下位集団に飲み込
まれていく。
トップ争いは終盤まで白熱し、最後まで予断を許さない展開となるが、最後は新橋が逃げ切り
3勝目をゲット。逆転でのタイトル獲得に望みをつなぐ優勝となった。

優勝ドライバー：新橋 武（No.14 Sigma Racing）
「この優勝は、シリーズ的にも大きいと思います。次のレースは周囲がどう動くのか予想でき
なくて緊張もありますけど、次も勝ってチャンピオンになりたいです。」

『第10戦：島津舞央が初優勝。新橋がチャンピオン獲得！』

第10戦のスターティンググリッドは第9戦のベストタイム順だが、タイトル争いをしている藤
原、新橋、林の3人はいずれも中団以降のグリッドからのスタートとなる。
決勝では、スタート直後の多重クラッシュで林がストップし早々にリタイア。この時点で林のタ
イトル獲得の可能性は潰える。トップ争いは3～4台でのバトルとなったこともあり、後方から
新橋が追いつき、集団に加わっていく。2位以上に上がればタイトルの可能性が出てくる新橋
は、トップ集団に追いつくと、12周目に2番手に浮上。その前をトップ島津舞央（ERS with 
SACCESS）が走るが、さすがに島津には追い付けない。となると、新橋は2位死守が命題と
なるが、後方の3番手争いにより若干のリードを得ると、独走チェッカーで優勝した島津に続
き2位チェッカー。新橋が逆転でタイトルを獲得した。

優勝ドライバー：島津 舞央（No.17 ERS with SACCESS）
「開幕戦では勝てそうで勝てなくて、やっと優勝できて嬉しいです。」



Junior Class
『第9戦：澤田龍征が優勝で逆転タイトルへ邁進』

ジュニアクラスのタイトル争いは、7人。その中でもランキングトップの前田蒼介（Team 
REGOLITH）と横山輝翔（PONOS HIROTEX RACING）の二人は自力獲得の可能性を
持っている。
タイムトライアルでは、タイトルの可能性を持つ中西凜音（Energy Japan）がトップタイム。同
じくタイトル候補の澤田龍征（PONOS HIROTEX RACING）が2番手、坂野太絃（KP 
BUZZ）が3番手で続く。一方、あと1勝すれば自動的にチャンピオンとなる前田は、まさかの
10番手と後方からの追い上げとなる。
決勝では中西が好スタートを見せるも、坂野、澤田らが続き序盤からトップ集団での走行とな
る。頻繁にトップが入れ替わる展開となる中、後半にトップに躍り出たのが澤田。11周目にトッ
プに立つと、坂野、中西を引き連れるように周回を重ねそのままチェッカー。タイトルに望みを
繋ぐ優勝となった。

優勝ドライバー：澤田 龍征 （No.39 PONOS HIROTEX RACING）
「練習から決して速くはなかったけどバトルでの強さを出せて勝つことができたと思います。
2連勝してチャンピオンになります！」

『第10戦：森谷永翔が初優勝！チャンピオンは前田蒼介』

第9戦の結果により、タイトル候補は前田と澤田に絞られ、澤田が逆転するには2位以上が必
須となる。レースは2番手スタートだった森谷永翔（ERS with SACCESS）がスタートでトッ
プに立つと、そのまま周回を重ねていく。澤田は序盤に2番手につけるが、横山、中西らにかわ
され順位を落としてしまう。一時はタイトル圏外まで落ちてしまうものの、そこから再び盛り返
し、最終ラップには3番手に上がりチェッカー。優勝は森谷が獲得。タイトル争いは前田と澤田
が同ポイントで並び、上位回数の多い前田がチャンピオンとなった。

優勝ドライバー：森谷 永翔 （No.80 ERS with SACCESS）
「なかなか結果が出せず悩んでいましたが、今回勝ててうれしいです。いろいろな取り組みで昨
年の勢いを取り戻せたのかなと思います。」



Shifter Class
『第9戦：丸山陽平が優勝、松下信治がチャンピオンへ』

シフタークラスにはスポット参戦が多く参加し、最終戦を盛り上げた。PPは伊藤慎之典
（HRT）が獲得。2番手に丸山陽平（HRT）とスポット勢が1-2。3番手にランキングトップの松
下信治（Tony Kart R.T.J.）、タイトル候補の鈴木悠太（brioly racing）は5番手。上位8位
までが従来のレコードを更新するハイレベルなアタックとなった。
第9戦決勝では、スタートを決めた丸山が序盤から引き離していき独走。2番手伊藤の後方に
はじりじりと松下が接近。その松下からやや遅れ、鈴木が続く展開となる。タイムが僅差のシフ
ターでは、なかなか差が縮まることはなく、丸山が逃げ切り優勝。2位に伊藤、3位に入った松
下がタイトルを獲得した。

優勝ドライバー：丸山 陽平（No.26 HRT）
「スタートを決めてからは良いペースで走ることができました。ラップタイムも安定していたと
思いますし、引き離してから落ち着いて走れました。松下選手たちレギュラー陣に勝てたのは
自信になります。」

『第10戦：丸山が2連勝！』

第10戦でも丸山が好スタートからレースをリード。2番手には松下が続き、鈴木も3番手で続
いていく。上位陣はそれぞれ単独での周回となり、ラップを消化していく。中盤を過ぎると、鈴
木の後方に東拓志（NEXT-ONE Racing）が近づくが、その東はマシントラブルでリタイアと
なる。
トップの丸山は最後までペースが落ちることもなく、松下の接近を許さずに2連勝。松下が2
位、鈴木が3位とタイトルを争った二人が揃って表彰台で今季を締めくくった。

優勝ドライバー：丸山 陽平（No.26 HRT）
「自分の中でも内容の良いレースだったと思います。久しぶりのレースだったのでトレーニング
など積んできたのが効果的だったかもしれません。レースを楽しめました。」



ジュニアカデット部門： 新橋 武
「最初の頃は不調だったのですが、夏の鈴鹿
の連勝から人が変わったように速くなって
(笑）、今日チャンピオンになれたのだと思い
ます。来年もGPRでシリーズチャンピオンを
獲りたいです。」

2024 Series Champion

ジュニア部門： 前田 蒼介
「最初の頃は練習でも調子が上がらずに、そ
れでも諦めずに取り組んできて、チャンピオ
ンになれたことは昔の僕からは考えられな
いです。GPRに出るようになってからトレー
ニングを繰り返し体力もついて、それが速さ
のきっかけになったのだと思います。」

OK部門： 酒井 涼
「凄くホッとしたというか安心しました。ポ
イントも僅差で、いつ逆転されてもおかしく
なかったので、その中でも安定してポイント
を獲得してチャンピオンを獲れたのは良
かったと思います。開幕戦からスピードは
見せられていませんでしたが、バトルで負
けなかったことが良い結果に繋がったと思
います。これを機に次のステップにいけた
ら良いと思います。」

Rok SHIFTER： 松下 信治
「まずはチーム、スタッフに感謝したいです。
トレーニングを兼ねてフル参戦したのです
が、ライバルが速くて、勝つために真剣に打
ち込みました。体力的にきつかったのです
が、それはトレーニングとしては良かったと
思います。カートでは今でも緊張しますが、
そういった環境に身を置けることは良かっ
たと思います。」



Point Standings – Cadets

※有効ポイント：全10戦中5戦
※有効ポイントが同ポイントの選手については2024年国内カート規則 2024年 日本カート選手権規定第1章 第7条 選手権保持者の認定に基づき順位を決定した。



Point Standings – Junior

※有効ポイント：全10戦中5戦
※有効ポイントが同ポイントの選手については2024年国内カート規則 2024年 日本カート選手権規定第1章 第7条 選手権保持者の認定に基づき順位を決定した。



Point Standings –OK

※有効ポイント：全10戦中8戦
※有効ポイントが同ポイントの選手については2024年国内カート規則 2024年 日本カート選手権規定第1章 第7条 選手権保持者の認定に基づき順位を決定した。



Point Standings – Shifter

※有効ポイント：全10戦中8戦
※有効ポイントが同ポイントの選手については2024年国内カート規則 2024年 日本カート選手権規定第1章 第7条 選手権保持者の認定に基づき順位を決定した。



Point Standings –TEAM

MORE DETAIL
https://www.gpr-race.com/
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